
 

 

 

   

 

第
二
部
は
句
会
で
二
十
分
の
休
憩
時
間
に
事
前
投
句
の
中
か
ら
当
日
選
を
行 

っ
た
。
披
講
は
谷
津
政
子
さ
ん
と
新
川
晴
美
さ
ん
。
栗
田
先
生
の
特
選
は
菊
山 

静
枝
さ
ん
で
、
先
生
か
ら
色
紙
が
贈
ら
れ
た
。
各
同
人
か
ら
も
特
選
句
に
は
選 

    

塩
舐
む
炎
暑
か
な
→
孕
み
牛
塩
舐
め
て
ゐ
る
炎
暑
か
な
、
と
推
敲
の
順
を
追

っ 
て
具
体
的
に
話
さ
れ
た
。
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
な
る
か
？
た
く
さ
ん
作
る
し
か 

な
い
。
年
齢
な
ど
考
え
ず
に
や
る
し
か
な
い
。
旅

へ
出
る
の
も
た
ま
に
は
い
い
が
、

身
辺
で
日
記
代
わ
り
に
作
句
す
る
の
が

一
番
と
締
め
ら
れ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

「吹
き
ゐ
た
り
」
は
感
動
の
象
徴
で
あ
る
。
あ
あ
と
い
う
感
動
が
詩
で
あ
る
と 

話
さ
れ
た
。
も
う

一
例
、
炎
天
に
立
つ
牛
の
句
に
つ
い
て
、
炎
天
に
牛
が
立
ち 

ゐ
て
哀
れ
な
り
→
だ
る
さ
う
に
牛
が
立
ち
ゐ
る
炎
暑
か
な
→
だ
る
さ
う
に
牛
が 

塩
舐
む
炎
暑
か
な
→
孕
み
牛
塩
舐
め
て
ゐ
る
炎
暑
か
な
、
と
推
敲
の
順
を
追

っ 

集

    

続
い
て

「推
敲
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
自
分
の
句
は
、
客
観
的
に
見
ら
れ 

な
い
か
ら
自
選
は
難
し
い
。
そ
の
為
に
は
推
敲
が
大
事
で
あ
る
。
綾
子
先
生
の 

「天
然
の
風
吹
き
ゐ
た
り
か
き
つ
ば
た
」
の
原
句
は

「天
然
の
風
吹
き
過
ぎ
る 

か
き
つ
ば
た
」
で
あ
っ
た
。
原
句
の

「吹
き
過
ぎ
る
」
は
そ
の
場
の
実
景
で
あ
り
、

 
集 合 写
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宰
を
交
代
し
、
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
俳
句
は
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

「風
」
の
精
神
を
引
き
継
い
だ
伊
吹
嶺
の
俳
句
を
永
遠
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ 

ば
と
考
え
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。 

 
 

続
い
て

「推
敲
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
自
分
の
句
は
、
客
観
的
に
見
ら
れ 

写 真 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

考
え
て
行
こ
う
と
話
さ
れ
た
。 

 

栗
田
先
生
は
午
前
中
吟
行
さ
れ
た
水
見
色
に
つ
い
て
、
冨
谷
春
雷
氏
の
句
碑 

開
き
以
来
で
あ
り
、
椿
の
木
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
と
懐
か
し
が
ら
れ
た
。
主 

宰
を
交
代
し
、
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
俳
句
は
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

は
三
十
六
名
、
不
在
投
句
は
六
名
で
あ
っ
た
。 

 

第

一
部
の
司
会
は
花
村
富
美
子
さ
ん
。
支
部
長
の
磯
田
な
つ
え
さ
ん
は
、
顧 

問
に
な
ら
れ
た
栗
田
先
生
に
引
き
続
き
ご
指
導
を
い
た
だ
け
る
こ
と
を
感
謝
、 

来
年
は

一
番
茶
句
会
が
五
十
周
年
を
迎
え
る
。
皆
で
ど
ん
な
お
祝
い
を
す
る
か 

伊
吹
嶺
静
岡
支
部

「
一
番
茶
」
新
年
俳
句
大
会 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於 

ク
ー
ポ
ー
ル
会
館 

多
々
良
和
世 

平
成
三
十
年

一
月
十
四
日

（日
）
午
後

一
時
よ
り
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
於
い 

て
新
年
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
快
晴
の
穏
や
か
な
日
和
と
な

っ
た
。
出
席 

は
三
十
六
名
、
不
在
投
句
は
六
名
で
あ
っ
た
。 

 

一
番
茶
句
会
報 

 

 

大 

会 

記 

多
々
良
和
世 

平

成

三

十

年 

一

月

号 

2011 

(511)



 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
田
な
つ
え
選 

 

◎
三
角
の
折
鶴
の
顔
淑
気
か
な 

 
 

 
 

渡
辺 

公
美 

 

     

目
を
細
め
髪
梳
く
老
婆
小
春
か
な 

 
 

 
 

中
村
い
く
代 

 

軒
下
や
等
間
隔
の
つ
る
し
柿 

 
 

 
 

 
 

斉
藤
真
理
子 

 

 
 

病
棟
に
タ
ク
ト
振
る
医
師
ク
リ
ス
マ
ス 

 

神
尾 

知
代 

 
 

福
寿
草
母
に
似
て
く
る
笑
ひ
皺 

 
 

 
 

多
々
良
和
世 

 

◎
裏
山
に
竹
切
る
音
や
十
二
月 

 
 

 
 

 

菊
山 

静
枝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

・
・
私
の
好
き
な
句

・
・
十

一
月
号
よ
り

・
・ 

 

前
田 

恭
子 

 
 

 
寝
こ
ろ
べ
る
夫

へ
障
子
の
日
の
温
み 

 
 

 

花
村
す
ま
子 

早
立
ち
の
バ
ス
や
初
冬
の
町
灯
り 

 
 

 
 

松
本 

恵
子 

 

ブ
ナ
林
の
蛇
行
の
道
や
片
し
ぐ
れ 

 
 

 
 

渡
辺 

健
司 

 
 

夫
逝
き
て
ひ
と
り
ぼ

つ
ち
の
日
向
ぼ
こ 

 

辻 
 

桂
子 

 
 

産
み
月
の
子
の
足
軽
し
初
詣 

 
 

 
 

 

佐
藤 

博
子 

 

 
 

お
で
ん
鍋
抱

へ
子
を
訪
ふ
日
曜
日 

 
 

 

池
村 

明
子 

 
 

病
棟
に
タ
ク
ト
振
る
医
師
ク
リ
ス
マ
ス 

 

神
尾 

知
代 

    
・
・
私
の
好
き
な
句

・
・
十

一
月
号
よ
り

・
・ 

 

前
田 

恭
子 

 
 

 
 

恙
な
く
独
り
の
暮
し
干
菜
汁 

 
 

 
 

 

菊
山 
静
枝 

 
 

大
富
士
に
三
重
の
笠
雲
大
根
引 

 
 

 
 

漆
畑 
一
枝 

 
 

ど
の
道
も
岬

へ
続
く
野
水
仙 
 

 
 

 
 

山
本 

法
子 

 
 

残
照
の
富
士
を
背
に
茅
刈
れ
り 

 
 

 
 

藤
田 

幸
子  
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多
々
良
和
世
の
閉
会
の
辞
で
大
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。 

 

栗
田
や
す
し
選

（◎
印
特
選
） 

 
 

恙
な
く
独
り
の
暮
し
干
菜
汁 

 
 

 
 

 

菊
山 
静
枝 

    

ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。
大
石
久
雄
さ
ん
か
ら
は
卒
寿
の
秘
訣
の
内
緒
話
が
あ
り
、

会
場
に
華
や
か
な
明
る
い
ム
ー
ド
が
漂
っ
た
。
次
い
で
新
会
員
五
名
の
紹
介
が
あ

り
、
次
回
当
番
の
樟
ケ
谷
句
会
と
か
ん
が
る
ー
句
会

へ
引
き
継
ぎ
を
行

っ
た
。 

多
々
良
和
世
の
閉
会
の
辞
で
大
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

を
お
願
い
す
る
と
の
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
佐
藤
博
子
さ
ん
よ
り
花
束
が
贈
ら

れ
た
。
新
同
人
の
花
村
富
美
子
さ
ん
に
は
坂
本
操
子
同
人
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
多
々
良
和
世
が
花
束
を
贈

っ
た
。
卒
寿
祝
の
大
石
久
雄
さ
ん
に
は
大
森
弘

子
さ
ん
よ
り
私
も
卒
寿
ま
で
頑
張
り
た
い
と
の
言
葉
が
あ
り
、
漆
畑

一
枝
さ
ん
か

山
本 

法
子
選 

◎
福
寿
草
母
に
似
て
く
る
笑
ひ
皺 

 
 

 

多
々
良
和
世 

花
村
富
美
子
選 

◎
鮟
鱇
鍋
壁
に
大
き
な
大
漁
旗 

 
 

 
 

栗
田
や
す
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雄
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
、
自
由
懇
談
に
よ
る
親
交
を
主
に
、
栗
田
先
生
は
各
テ
ー

ブ
ル
を
回
ら
れ
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
笑
い
も
起
き
て
い
た
。 

 

 

主
宰
と
し
て
長
い
間
の
ご
指
導
に
対
す
る
感
謝
と
今
後
も
変
わ
ら
な
い
ご
指
導

を
お
願
い
す
る
と
の
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
佐
藤
博
子
さ
ん
よ
り
花
束
が
贈
ら

◎
福
寿
草
母
に
似
て
く
る
笑
ひ
皺 

 
 

 

多
々
良
和
世 

坂
本 

操
子
選 

◎
夢
語
る
青
年
二
人
星
月
夜 

 
 

 
 

 

佐
藤 

ハ
ル 

山
本 

法
子
選 

評
と
染
筆
が
贈
ら
れ
、
栗
田
先
生
か
ら
入
選
の
一
句

一
句
に
つ
い
て
の
選
評
が
あ

っ
た
。 

 
第
三
部
の
懇
親
会
は
多
々
良
和
世
の
進
行
。
栗
田
先
生
の
挨
拶
の
後
、
大
石
久

雄
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
、
自
由
懇
談
に
よ
る
親
交
を
主
に
、
栗
田
先
生
は
各
テ
ー

 

松
本 

恵
子
選 

 

◎
春
を
待

つ
夫
の
点
滴
リ
ズ
ム
よ
し 

 
 

神
尾 

知
代 

中
村 

た
か
選 

◎
福
寿
草
母
に
似
て
く
る
笑
ひ
皺 

 
 

 

多
々
良
和
世 
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も
ち
の
実
句
会 

№
５５１ 

 
 Ｈ

・
３０

・
１

・
２０ 

小
晦
日
研
屋
の
声
の
よ
く
通
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

磯
田 

秀
治 

小
流
の
底
の
小
石

へ
初
日
差 

海
か
ら
の
風
に
大
揺
れ
水
仙
花 

山
晴
や
五
体
投
げ
出
す
雪
の
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
坂 

壽
子 

外
灯
に
煌
め
く
路
面
今
朝
の
霜 

金
色
に
雲
縁
取
り
て
初
日
の
出 

初
夢
や
人
に
話
せ
ぬ
事
ば
か
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

塩
瀬 

初
子 

探
梅
や
ぽ

つ
く
り
寺
に
ち
よ
い
と
寄
り 

 
 

 
 

 
 

 

（見
学
参
加
） 

初
凧
や
空
で
暴
れ
る
武
蔵
坊 

乾
き
た
る
切
干
甘
く
ほ
の
辛
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

法
子 

芋
を
焼
く
塩
煮
る
窯
の
焚
口
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
日
で
終
は
る
リ
ハ
ビ
リ
冬
木
の
芽 

寒
晴
や
青
く
尖
り
し
波
勝
崎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
田
な
つ
え 

由
比
宿
や
軒
場
に
蜜
柑
袋
売
り 

雲
置
か
ぬ
伊
豆
の
山
山
寒
日
和 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（山
本
法
子
報
） 

瀬
名
笹
百
合
句
会 

№
４１８ 

 
 

Ｈ
・
３０

・
１

・
１５ 

年
新
た
七
福
神
を
ひ
と
ま
は
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
石
ひ
さ
を 

只
管
に
生
き
ゆ
く
の
み
の
去
年
今
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
年
を
迎

へ
し
孫
の
大
人
顔 

誕
生
日
ひ
と
り
ワ
イ
ン
と
蕪
鮓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

漆
畑 

一
枝 

裸
木
に
透
け
大
富
士
の
夕
映
ゆ
る 

大
皿
に
タ
グ
付
け
ら
れ
て
ず
わ
い
蟹 

水
の
な
き
河
原
を
歩
く
七
日
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
森 

弘
子 

木
に
残
る
蜜
柑
を
口
に
山
下
る 

冬
薔
薇
卒
寿
の
友

へ
贈
る
宴 

小
春
日
や
山
家
の
爺
の
塀
直
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
田 

一
三 

新
雪
や
富
士
の
裾
野
に
広
が
れ
り 

落
葉
散
る
露
天
湯
寂
し
我

一
人 

穏
や
か
に
西
日
を
抱
く
冬
の
海 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

片
井 

克
子 

 
 

 
 

 
 

 

孫
に
手
を
ひ
か
れ
石
段
初
詣 

屈
託
も
焦
り
も
し
ば
し
日
向
ぼ
こ 

信
濃
よ
り
満
月
見
よ
と
初
電
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
本 

恵
子 

寒
梅
の
白

一
枝
を
手
土
産
に 

飛
行
機
の
音
な
く
進
む
寒
の
晴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（松
本
恵
子
報
） 

 
 

安 

西 

句 

会 

№
３４１ 

Ｈ
・
３０

・
１

・
７ 

の
び
や
か
な
西
行
の
筆
銀
屏
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

橋
本 

紀
子 

 
 

 
 

 
 

小
面
に
見
つ
め
ら
れ
た
る
冬
座
敷 

粗
刺
し
の
布
巾
を
縫

へ
り
日
向
ぼ
こ 

餅
花
や

コ
ー
ヒ
ー
香
る
カ
ウ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
永 

和
子 

俎
始

エ
プ
ロ
ン
の
紐
き
ゆ
つ
と
締
む 

あ
れ
こ
れ
と
面
相
選
ぶ
福
だ
る
ま 

街
路
樹
の
枝
払
は
れ
て
冬
構 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

明
美 

天
心
に
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
の
二
日
か
な 

ジ

ェ
ッ
ト
機
の
機
体
を
染
め
て
初
茜 

茅
葺
の
軒
に
広
げ
て
干
大
根 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

健
司 

七
草
の
粥
を
啜
り
て
母
想
ふ 

富
士
に
向
き
背
筋
伸
せ
り
お
元
日 

笑
初
嬰
抱
か
れ
て
泣
き
相
撲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

菊
山 

静
枝 

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
独
り
の
松
の
内 

筆
の
穂
を
整

へ
て
を
り
初
硯 
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傷
癒
え
し
夫
の
鼻
歌
柚
子
風
呂
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

博
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

杣
道
の
脇
に
積
ま
る
る
く
ぬ
ぎ
榾 

冬
耕
の
鍬
に
休
め
り
夕
日
影 

玉
砂
利
の
湿
り
を
踏
み
て
除
夜
詣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
川
ま
さ
子 

一
品
を
姉
妹
持
ち
寄
る
小
正
月 

菩
提
寺
に
旧
友
と
逢
ふ
年
の
暮 

歌
声
に
キ
ャ
ン
ド
ル
揺
る
る
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 

 
 

 
 

 

辻 
 

桂
子 

色
褪
せ
し
夫
の
写
真
や
年
流
る 

当
直
の
娘
の
メ
ー
ル
年
の
夜 

古
里
の
海
お
だ
や
か
や
初
日
の
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坂
本 

操
子 

形
見
な
る
雨
畑
硯
筆
初 

寡
婦
姉
妹
大

つ
ご
も
り
を
語
り
合
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（佐
藤
博
子
報
） 

は 

と 

り 

句 

会 

№
３２０ 

Ｈ
・
３０

・
１

・
１２ 

細
き
雨
年
越
そ
ば

へ
長
き
列 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
津 

政
子 

冬
柏

一
人
住
ま
ひ
の
百
姓
家 

眼
の
手
術
決
め
か
ぬ
る
友
年
詰
ま
る 

里
芋
を
と
ろ
り
と
煮
る
や
母
ゆ
づ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤
田 

幸
子 

 
 

 

灯
台

へ
荒
ぶ
る
風
や
冬
茜 

み
か
ん
榾
く
べ
て
豆
煮
る
寒
の
庭 

笹
子
鳴
く
小
流
れ
に
日
の
あ
た
り
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
々
良
和
世 

除
夜
の
湯
に
ハ
ー
ブ
の
香
り
溢
れ
さ
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初
手
水
掬
ふ
柄
杓
の
竹
青
し 

初
詣
看
取
り
帰
り
の
普
段
着
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
尾 

知
代 

 
 

 
 

 
 

黒
焦
げ
の
橙
刺
せ
り
細
竹

へ 

松
過
ぎ
の
寺

へ
か
け
声
老
庭
師 

澄
み
渡
る
ま
ん
ま
る
の
月
去
年
今
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
川 

晴
美 

今
朝
の
春
友
の
縫
ひ
た
る
干
支
の
犬 

新
春
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
子
等
の
声 

介
護
所
の
バ
ザ
ー
の
ピ
ザ
や
福
寿
草 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
村 

泰
子 

と
び
と
び
の
土
手
の
水
仙
風
荒
し 

土
手
の
日
の
窓
い
つ
ぱ
い
や
柿
吊
る
す 

剥
落
の
仁
王

へ
尖
る
冬
の
鳥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
田
な
つ
え 

笹
鳴
や
篠
の
中
な
る
岬
道 

 

リ

ュ
ッ
ク
よ
り
顔
出
す
犬
や
初
詣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

花
村
富
美
子 

境
内
の
書
展
明
る
し
今
朝
の
春 

初
空

へ
蹴
り
上
が
り
た
り
梯
子
乗
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（磯
田
な
つ
え
報
） 

樟
ヶ
谷
句
会 

№
１４９ 

 
  

Ｈ
・
３０

・
１

・
２５ 

抱
き
上
ぐ
る
嬰
の
笑
顔
や
冬
日
向 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

斎
藤
真
理
子 

風
花
や
我
が
身
に
刺
さ
る
風
強
し 

絵
本
手
に
膝
の
嬰
児
と
日
向
ぼ
こ 

母
の
香
の
き
も
の
一
式
初
句
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

圡
本
か
ず
子 

擦
れ
違
ひ
様
指
差
さ
る
赤
き
足
袋 

お
年
玉
札
の
多
き
を
喜
こ
べ
り 

初
詣
階
多
き
女
坂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
河
辺
美
乃
里 

二
羽
の
鴨
鯉
の
撒
き
餌
に
割
込
め
り 

早
梅
や
み
く
じ
を
伝
ふ
雨
白
し 

び
ん
づ
る
の
腰
強
く
撫
づ
七
日
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

磯
田 

秀
治 

ぴ
か
ぴ
か
の
車
並
び
し
七
日
か
な 

ど
こ
か
ら
も
誰
も
出
て
来
ぬ
寒
さ
か
な 

 
 

 
 

 
 

 

磯
田
な
つ
え 

松
過
ぎ
や
目
抜
き
通
り
の
書
店
閉
づ 

縁
側
に
大
根
切
干
香
の
甘
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村 

た
か 

師
と
囲
む
柚
子
の
香
れ
る
山
の
膳 

寒
の
空
銀
杏
の
乳
の
太
く
垂
る 

（下
河
辺
美
乃
里
報
） 
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か
ん
が
る
ー
句
会 

№
１１３ 

 

Ｈ
・
３０

・
１

・
１１ 

老
若
の
市
民
バ
ン
ド
や
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
川
満
寿
美 

寒
風
や
解
体
す
す
む

一
軒
家 

す
つ
ぽ
り
と
抱
か
る
る
赤
子
初
詣 

初
髪
を
き
り
り
と
結
ひ
て
厨
房

へ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

公
美 

初
景
色
車
ば
か
り
の
狭
き
庭 

仰
向
け
の
鼾
か
く
猫
日
向
ぼ
こ 

そ
ろ
そ
ろ
と
夫
の
ひ
き
た
る
初
神
籤 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

智
子 

福
引

へ
夫
と
並
べ
り
人
込
み
に 

鼻
歌
の
女
子
高
生
や
初
鏡 

ワ
イ
パ
ー
よ
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
霜
搔
き
梳
れ 

 
 

 
 

 

杉
山 

美
波 

髪
切
り
て
風
の
抜
け
行
く
師
走
か
な 

顔
揃
ふ
居
間
に
雑
煮
の
香
の
満
て
り 

二
日
は
や
農
夫
の
父
の
ほ
ろ
酔
ひ
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
見 

秀
雄 

水
源
の
水
細
り
た
る
寒
の
入 

と
ん
ど
火
の
消
え
て
川
原
の
冷
え
に
は
か 
 

校
庭
に
子
等
の
喚
声
初
氷 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
村
い
く
代 

寒
鰤
の
刺
身
横
目
に
コ
ッ
プ
酒 

水
洟
を
た
ら
し
な
が
ら
や
郵
便
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
成
せ
る
客
間
の
布
団
干
す
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
田
な
つ
え 

花
ア
ロ
エ
潮
錆
色
の
屋
敷
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（小
林
智
子
報
） 

番 

町 

句 

会 

№
５５ 

  

Ｈ
・
３０

・
１

・
１９ 

メ
ロ
ン
提
げ
新
客
来
た
り
お
正
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
田 

恭
子 

子
の
描
く
紙
い
つ
ぱ
い
の
聖
樹
か
な 

農
機
具
の
整
備
始
む
る
冬
日
和 

玄
関
に

一
輪
挿
せ
り
寒
椿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

関
根 

幸
子 

あ
た
た
か
き
冬
の
雨
な
り
畑
に
も 

茹
で
鍋
の
蓋
持
ち
上
ぐ
る
松
葉
蟹 

デ
パ
ー
ト
の
向
か
ひ
に
据
う
る
社
会
鍋 

 
 

 
 

 
 

 

池
村 

明
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

門
口
の
木
椅
子
に
媼
日
向
ぼ
こ 

寒
椿
お
座
敷
街
に
美
術
館 

御
代
り
の
声
の
大
き
や
小
豆
粥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
木 

洋
子 

掻
き
分
け
し
株
の
奥
よ
り
龍
の
玉 

出
番
終

へ
寝
入
る
ア
シ
カ
や
冬
日
向 

ふ
つ
ふ
つ
と
炊
き
上
が
り
た
り
小
豆
粥 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤 

ハ
ル 

も
や
も
や
と
冬
の
川
霧
朝
日
出
づ 

山
寺
の
跡
を
訪
ね
て
冬
山
路 

水
鳥
の
潜
り
し
跡
の
波
紋
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

榎
戸
万
里
子 

柚
子
風
呂
の
柚
が
乳
房
に
夜
半
の
月 

元
日
の
願
叶
ふ
か
な
大
き
月 

花
枇
杷
や
富
士
を
離
れ
ぬ
雲

一
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

磯
田
な
つ
え 

山
住
み
の
座
敷
に
据
う
る
大
火
鉢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

法
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（前
田
恭
子
報
） 

 

向 

日 

葵 

句 

会 

№
２８ 

 

Ｈ
・
３０

・
１

・
１０ 

裸
木
の
並
木
に
透
け
り
夕
茜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤 

博
子 

龍
の
玉
子
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
藍
に
染
む 

房
総
を
望
む
大
山
初
詣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
河
辺
美
乃
里 

初
詣
豆
腐
づ
く
し
の
昼
の
膳 

初
富
士
を
目
交
に
し
て
背
を
正
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

立
川
ま
さ
子 

石
走
る
川
の
流
れ
や
寒
の
晴 

新
幹
線
雪
の
田
の
中
直
走
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

圡
本
か
ず
子 

自
販
機
の
庇
に
小
さ
き
氷
柱
か
な 
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初
買
や
京
の
老
舗
の
黒
七
味 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

橋
本 

紀
子 

う
す
紅
の
花
の
京
菓
子
初
点
前 

舫
ひ
船
船
霊
さ
ま
に
鏡
餅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

坂
本 

操
子 

初
日
の
出
拝
す
る
我
に
日
の
直
路 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（佐
藤
博
子
報
） 

レ
モ
ン
俳
句
教
室 

№
３４ 

 
 

 

Ｈ
・
３０

・
１

・
９ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

小
売
店
框
に
据
う
る
豆
火
鉢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
永 

和
子 

初
島
の
海
キ
ラ
キ
ラ
と
石
蕗
の
花 

独
り
居
の
友
に
絵
葉
書
寒
見
舞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

池
村 

明
子 

初
笑
歯
の
生
え
初
め
し
子
を
膝
に 

真

つ
新
な
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
蹴
り
出
せ
り 

 
 

 
 

 
 

西
川
満
寿
美 

凧
揚
げ
の
園
児
富
士
山
見
ゆ
る
土
手 

日
を
受
け
て
ゆ
ら
ぎ
出
し
た
り
霜
柱 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

恭
子 

朝
日
差
十

一
人
の
雑
煮
椀 

夫
の
歩
に
合
は
す
百
段
初
日
の
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
八
木 

洋
子 

富
山
よ
り
届
く
豆
餅
か
ぶ
ら
漬 

盛
り
塩
を
四
方
に
始
む
ど
ん
と
焼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

斉
藤
真
理
子 

食
ひ
初
め
の
椀
を
選
ぶ
や
初
社 

葉
牡
丹
の
隙
間
に
朝
日
届
き
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

榎
戸
万
里
子 

小
寒
や
窓
の
ハ
ー
ト
に
朝
日
入
る 

風
花
や
杉
の
秀
そ
ろ
ふ
日
影
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

磯
田
な
つ
え 

読
み
終

へ
て
夫
婦
見
せ
合
ふ
初
神
籤 

 

◇
兼
題

「石
蕗
の
花
」
「雑
煮
」
で
作
句
。
自
選
力
レ
ッ
ス
ン

（「俳
句
」
Ｈ
２
９
・
１

１
月
号
櫂
未
知
子
）
を
読
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（前
田
恭
子
報
） 

  

静
岡
同
人
句
会 

№
８４ 

 
 

 

Ｈ
・
３０

・
１

・
６ 

初
詣
盲
導
犬
に
道
開
く
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

富
美
子 

野
仏

へ
葉
蘭
に
載
せ
て
年
の
餅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

法 

子 

日
の
出
づ
る
刻
若
潮
を
汲
み
に
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

操 

子 

買
初
は
暮
に
拾
ひ
し
猫
の
餌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た 

か 

す
れ
違
ふ
仕
事
始
め
の
化
粧
の
香 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

恵 

子 
 

湧
水
の
音
ま
ろ
や
か
に
初
日
の
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
つ
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（法
子
報
） 

 
 

 
 

 
 

私
の

一
句 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

立
川
ま
さ
子 

  
 

 
 

大
富
士
の
風
に
か
が
よ
ふ
芒
原 

 
 

 
 

ま
さ
子 

  

「富
士
山
こ
ど
も
の
国
」
は
、
平
成
十

一
年
に
静
岡
県
が
、
大
地
と
自
然
が

遊
び
の
素
材
と
し
て
作

っ
た
自
然
公
園
で
す
。 

人
の
手
で
作
ら
れ
た
遊
具
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

平
成
二
十
七
年
十

一
月
、
雄
大
な
富
士
山
の
ふ
も
と
の

「こ
ど
も
の
国
」
に

初
め
て
行

っ
た
時
の
感
動
の
句
で
す
。 

一
面
に
芝
の
生
え
て
い
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
を
足
ど
り
も
軽
く

約

一
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
清
清
し
い
風
に
、
太
陽
に
耀
く

芒
の
原
を
こ
の
世
の
浄
土
と
も
思
い
ま
し
た
。 

軽
く
汗
を
か
き
、
充
実
し
た

一
日
で
し
た
。 

 
 

本
句
は
平
成
二
十
八
年
の
新
年
大
会
の
折
、 

河
原
地
英
武
副
主
宰
の
選
に
入
り
、 

一
層
想
い
出
深
い
句
と
な
り
ま
し
た
。 
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�
 �

 �

ち
い
さ
な
春
を
見
つ
け
に 

�
 �

 �
 

  
 

 

探 

梅 

行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多
々
良
和
世 

 

洞
慶
院
梅
園

（大
寺
の
著
き
箒
目
梅
固
し 

な
つ
え
） 

 
 

 

五
六
〇
年
の
歴
史
あ
る
宗
洞
宗
の
寺
院
。
花
期
は
二
月
下
旬
か
ら
三 

月
上
旬
、
四
〇
〇
本
の
紅
白
梅
蠟
梅
も
楽
し
め
る
。
こ
の
時
期
本
堂
で 

涅
槃
図
の
絵
解
き
も
聞
け
る
。
熊
谷
静
石

・
愛
子
夫
婦
句
碑
が
あ
る
。 

 
 

（静
岡
駅
か
ら
バ
ス
藁
科
線
羽
鳥
下
車
、
徒
歩
二
〇
分
） 

 

久
能
梅
園

（海
光
や
梅
の
蕾
に
紅
の
ぞ
く 

な
つ
え
） 

久
能
山
東
照
宮
。

一
一
五
九
段
の
表
参
道
入
口
の
脇
に
あ
る
梅
園
。 

実
割
梅
、
八
房
梅
な
ど

一
〇
種
類
、
二
〇
〇
本
が
二
月
上
旬
か
ら
下
旬 

に
か
け
て
咲
く
。
駿
河
湾
の
海
光
が
眩
し
い
。
苺
狩
も
で
き
る
。 

（駅
北
か
ら
バ
ス
久
能
山
下
行
き
、
徒
歩

一
〇
分
） 

 

日
本
平
梅
園

（春
め
く
や
く
れ
な
ゐ
色
の
今
朝
の
富
士 

和
世
） 

 
 

 

日
本
平
山
頂
。
紅
白
梅
、
蠟
梅
な
ど
三
〇
〇
本
。
中
旬
に
は
梅
ま
つ 

 
 

り
も
。
富
士
山
、
駿
河
湾
の
絶
景
が
楽
し
め
る
。 

 
 

（静
岡
駅
前
か
ら
バ
ス
一
一
番
線
、
日
本
平
入
り
口
下
車
） 

 

岩
本
山
公
園

（ど
こ
か
ら
も
大
富
士
見
え
て
梅
探
る 

な
つ
え
） 

富
士
市
の
標
高

一
九
三

ｍ
の
山
頂
に
あ
る
公
園
。
広
大
な
地
に
紅
梅
、 

白
梅
が

一
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
ま
で
咲
く
。
四
四
種
三
八
九
本
。 

大
富
士
が
間
近
に
。
上
田
五
千
石
の
句
碑
が
ど
っ
か
と
座
る
。 

（
Ｊ
Ｒ
富
士
駅
か
ら
車
で

一
五
分
） 

 

熱
海
梅
園

（晋
平
の
小
曲
集
や
春
う
ら
ら 

晴
美
） 

 
 

 

明
治

一
九
年
開
園
。
日
本

一
早
咲
き
の
梅
、
献
上
梅
で
も
有
名
。

一 

一
月
下
旬
か
ら
早
咲
き
、
中
咲
き
、
遅
咲
き
と
五
九
種
四
七
二
本
が 

順
に
開
花
。
数
々
の
童
謡
を
生
ん
だ
中
山
晋
平
記
念
館
が
見
学
出
来
る
。 

（熱
海
駅
か
ら
相
の
原
行
き
バ
ス
に
て

一
五
分
、
梅
園
下
車
） 

 

◇
◇
◇
お
知
ら
せ
◇
◇
◇ 

 

◎
新
年
大
会
で

一
月

一
日
現
在
の

「
一
番
茶
会
員
名
簿
」
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

〒
・
住
所

・
電
話
番
号
な
ど
住
居
表
示
の
変
わ
ら
れ
た
方
な
ど
、
句
会
の
幹
事
を

通
し
て
、
書
面
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
毎
年
年
末
に
確
か
め
て
い
る
の
で
す
が
、

な
か
な
か
徹
底
し
ま
せ
ん
。 

       

  

 

 
 

 
 

 

  
 

 

      
 

 

     

 

「自選力を高めるために」―基本的なこと― 

① 文字は正しいか？・知っていると思っても辞書で確かめる 

  例 ×秞→〇柚（木に成る実である）※禾偏は稲に関連する  

    ×村度→〇忖度（推察＝心をつかうから忄偏である） 

    ×丁字屋→〇丁子屋（香辛料・染料になる丁子に由来の店名） 

② 旧仮名遣いに間違いないか？（広辞苑）で確かめる 

  例 ×ゆずる→〇ゆづる  ※広辞苑の見方…カタカナが旧仮名 

    ×かえる→〇かへる    くう 〔食う・喰う〕クフ 

    ×食う→〇食ふ      ゆずる〔譲る〕ユヅル 

③ 動詞の活用形は正しいか？（広辞苑）で確かめる 

  例 ×隠る→〇隠るる（上５下 5 が名詞のときは 3 段切れを避ける

ため連体形で繋げる） 

    ×薄れる→〇薄るる（薄れるは口語、文語は薄る、で下二） 

  ※広辞苑の見方…かくれる〔隠れる〕《自下一》文かく・る（下二） 

     文    線部分が文語である。 

（下二）は  れ・れ・る・るる・るれ・れよ  と活用する 

☆新年大会の投句より、スペースの都合で簡単に触れてみた。間違いがあ

ると句の良し悪しの前に対象から外されることが多いので、辞書をひく

ことが大切であることを意識したい。 
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嶺
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平成３０年「一番茶」句会一覧 
句  会  名 開催週  開 催 場 所 開催時間 

も ち の 実 第３土曜 杓子庵（新間） 13 時 

瀬 名 笹 百 合 第３月曜 瀬名中央町会館 13 時 30 分 

安    西 第１日曜 番町市民活動センター 13 時 30 分 

は  と  り 第２金曜 花村富美子宅（羽鳥） 13 時 

樟  ヶ  谷 第４木曜 杓子庵（新間） 13 時 

か ん が る ー 第２木曜 杓子庵（新間） 13 時 30 分 

番    町 第３金曜 番町市民活動センター 18 時 30 分 

向  日  葵 第２水曜 番町市民活動センター 13 時 30 分 

レモン俳句教室 第２火曜 番町市民活動センター 9 時 

同    人 第１土曜 杓子庵（新間） 13 時 
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